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自治体の課題（ニーズ） 研究成果（シーズ）の還元

昨今加速する、データを分析・活用して最適解を導き出す
動きに対応するために、前例や直感のみに頼らずデータを活
用する方法の推進や、人材育成をすすめたい。

• 京都府「第11回京都ビッグデータ活用プラットフォーム全体
会議」

• 京都市「データサイエンス・統計リテラシー研修」
において、データサイエンス活用等について講演を行った。
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京都府では、人生100年時代を見据え、職業人生が長期化
する中、「生涯学び・働き続ける社会」を実現する必要がある
と課題を認識。
誰もが生きがいを持って活躍できる（生涯現役）京都府を目
指す。

DXに興味関心を持ち、データサイエンスのスキルを用いて
日々の仕事の効率化や業務改善を目指したい方を対象に、京
都府連携リカレント（DX）を令和４年度より実施。
データを分かりやすく整理する方法や過去のデータに基づき
将来を予測する方法について講義を行った。

＜出願者情報＞定員15名
令和４年度 60名（女性のみ）
令和５年度前期 49名（共学）
令和５年度後期 37名（共学）



自治体の課題（ニーズ） 研究成果（シーズ）の還元

（左）講座テーマ（右）７市町それぞれが提供するオープンデータ（AED所在
地）を統合しマップに表示する実習

京都府北部地域連携都市圏形成協議会では、人口減少や
ポストコロナ社会等への対応として、構成自治体（舞鶴市、福
知山市、綾部市、宮津市、京丹後市、伊根町、与謝野町）の
職員を主な対象に、デジタル技術やデータ活用等自治体DX
を導入できる人材の継続的な育成が必要となっている。
デジタル技術を取り入れ、その技術を取り扱う能力、技術を
取り入れた住民サービスの向上、更にはEBPM等の行政改
革を進めるための知識や実践に向けた能力が必要であるた
め、大学と自治体でプログラムを検討した。

本事業では、DX（デジタルトランスフォーメーション）を軸とし、
全６回の講義（座学及び演習）を実施し、人材育成に加えて参
加者間での交流促進や考える機会を提供した。講座では、DX
を理解する上で必要な情報化の現在地やデータサイエンス、そ
の活用から変革をもたらす上で必要となる考え方など、基礎的
な知識を紹介した。また、データ利活用を学ぶことを目的に、
オープンデータ利用と地理情報システム（GIS）を用いて、簡単
な例題として市町の境界をこえたAEDの所在地マップの作成な
どの実習を行った。さらに、Slackを導入したコミュニケーション
体制も構築し、職員同士のワークショップや意見交換や講座を
通して、行政の効率化・高度化等の行政サービス改革を実践す
る人材育成に寄与した。
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※研究者の経歴等は（URL：https://www.fukuchiyama.ac.jp/about/educational_info/prof/hatanaka-t/）をご参照下さい。

小さな規模の個々の自治体が独自にDXのためのシステムを導入することは容易ではありません。DXの推進には、

複数の自治体が協働しつつ、それぞれのビジョンのもとで業務を効率化し、その効率化による余白でどのような住民
サービスを進めるかまでを視野におく必要があり、ＤＸを軸とした横展開のためのアイデアを大学との連携で形にして
いくような協働体制の充実を望んでいます。




